
歯科診療情報の
標準化に関する実証事業
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一般社団法人 新潟県歯科医師会

日時：平成２５年８月７日（水）午後３時
場所：経済産業省会議室

新潟県が行う実証事業の特徴

平成21年、第8回警察歯科医会全国大会を主管

し、ＩＴ技術を活用した歯科情報による身元確認を
実施（日歯にＩＴ活用による身元確認を提言）。

昭和49年より事業者とレセプト請求システム（ＤＥ

ＮＴＡＬフレンド）を共同開発（歯科情報を収集し活
用可能な環境）。

東日本大震災での経験を踏まえ、実証事業にフィ
ードバック。
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開放型災害と閉鎖型災害

情報提供機能
（該当者の歯科
情報を提供）

阪神・淡路大震災
（犠牲者数：6436名）

米国同時多発テロ
（犠牲者数：2998名）

身元検索の
母集団

犠牲者の数

開
放
的

閉
鎖
的

小規模
（数名～数十名）

中規模
（数百名～数千名）

大規模
（数万名～数百万名）

交通事故
住宅火災

四川大地震
（犠牲者数：約9万名以上）

中華航空機墜落事故
（犠牲者数：264名）

日航機墜落事故
（犠牲者数：520名）

ミャンマー サイクロン災害
（犠牲者数：約13万名以上）

通
常
の
事
件

の
身
元
検
索

JR福知山線脱線事故
（犠牲者数：107名）

Inter City Express 脱線事故
（犠牲者数：101名）

開放集団での
大規模検索

閉鎖集団での
小規模検索

個別的
業務支援システム

包括的
社会情報インフラ

年間約１０００体
の身元不明遺体

スマトラ島沖地震 ハイチ地震
（犠牲者数：22万名以上）

身
元
確
認
シ
ス
テ
ム

の
機
能

身元確認システム
の運用形態

東
日
本
大
震
災
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身元確認のための
デジタル歯科情報とは何か？

デジタル歯科情報の標準化は、コンピューターによ
って蓄積・検索・処理が容易な歯科情報のデータ
形式を定義することが目的。

デジタル歯科情報として、生前情報と死後情報の
両方を定義する（なお、厚生労働省の「歯科診療
情報の標準化」は生前情報を定義）。

通常診療で用いる用語を採用し、一般の歯科医
師にとって分かりやすい表現の情報にする。そのう
えで、ＩＮＴＥＲＰＯＬのＤＶＩシステムをはじめとする
各種国際標準との相互変換を考慮する。
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死後情報

標準プロ
ファイル

簡易プロ
ファイル

デジタル歯科情報として検討中の
プロファイル（案）
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生前情報

標準プロ
ファイル

簡易プロ
ファイル

照合のしくみ
いずれのプロファイ

ルも照合可能

照合アルゴリズムは
設計者の自由

生前情報と死後情報（標準・簡易）

生前情報（ピンク）：標準プロファイル(上)と簡易プロファイル(下) 死後情報(グリーン)：標準プロファイル(上)と簡易プロファイル(下)
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PlassData社
のソフトウェアへ

データ入力

データの
相互変換
を検討

標準プロファイルとINTERPOL形式
の相互変換
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現在、ANSI, NIST, ADA, ISOなど複数の機関で、
国際標準化の動きがあり、これらの動向についても調査が必要

歯科情報を有する
レセコンからの情報

歯科医院での
マークシート記入

対象者の口腔内所見を

マークシートに記入する

標準デジタル⻭科情報
個⼈検索評価分析⽤
データベース

レセコンからデジタルデータの出力

事業全体の流れ（歯科情報収集・検証）

標準デジタル
データ

記入済み
マークシート

レセコン情報の
デジタルデータ

変換

マークシートを
読み取りデジタ
ルデータ変換

実証事業用匿名化

※実証事業にて
開発する機能

調査対象患者
の

データを抽出

病名情報診療情報
⼝腔情報

データマッチング 検証

※実証事業にて
開発する機能

※実証事業にて
開発する機能
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歯科情報の収集～検証方法
収 集

ＤＥＮＴＡＬフレンドＡＳＰユー
ザーの協力の下、歯科レセ
コンから歯科情報を収集。
（40医療機関、8千～1万
人程度の情報を収集見込）

マークシート方式によるデン
タルチャートを利用した歯科
情報を収集。（1,500人程
度の情報を収集見込）

医療機関及び患者の同意
の下で実施 （同意書、院
内掲示）。

個人情報は匿名化する。

検 証

情報の詳細度を変化させる
など、複数種類のデータパ
ターンを作成。

Dental Finderの5分類

検索やサブロク検索などを
含む、統合的な照合・検索
アルゴリズムを検討。

擬似的な生前・死後データ
に対する照合・検索実験を
実施。
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平時の行方不明者に関する
情報提供の効率化

平時の警察業務において、届け出が
あった特異行方不明者について、当人
の歯科情報をかかりつけ歯科医院から
迅速に入手可能にする。

災害・事故等緊急時の
情報提供の迅速化

災害や事故などの発生時に、マーク
シートやＷｅｂなどを介して、行方不明
者の歯科情報を、歯科医院から警察
へ迅速に提供可能にする。

デジタル歯科情報の標準化

例

互換性のある歯科情報
検索ツールの開発

データの互換性のある優れた歯科情報
検索ツールを、異なるベンダーが自由
に開発することが可能になる。
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歯科情報検索機能を有する
カルテ・レセコンの開発

警察から照会された特定の対象者が、
自分の医院の患者の中に存在するか
どうかを検索するための機能をカルテ・
レセコンに搭載（メーカーとタイアップ）。

標準化によって何が可能になるか？



標準化によって何が可能になるか？

災害・事故緊急時に備えた
歯科情報バックアップ事業

医院に存在する歯科情報の消失（法
定保存年限の経過、機器故障、廃業
などに起因する消失）を防ぐ歯科情報
バックアップ事業の展開。

患者向けデジタル歯科情報のお
渡し・お預かりサービスの提供

希望する患者に対して、歯科医院から
デジタル歯科情報をカードのような形で
お渡しする、または、データとしてお預
かりするサービスの展開。

デジタル歯科情報の標準化

例

歯科健診所見の
デジタル保存事業

歯科健診（節目健診、学校健診、職場
健診など）の所見についても、標準的
なデータ形式でデジタル保存し、災害
緊急時に備える。
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多様な考え方の歯科情報
データベース化事業の展開

各都道府県のニーズに応じた住民の
歯科情報のデータベース化事業を企
画・実施（南海トラフ大地震に備えた事
業、航空機事故に備えた事業など）。

社会的共通資本としての歯科情報

歯科医院に存在する歯科情報の保全（いかにして
データの消失を防ぐか）について、これまで対策が
講じられてこなかった。

災害以外にも、情報システムの故障、法定保存年
限の経過、医院の廃業などにより貴重な歯科情
報は容易に消失する。

歯科情報は、「社会的共通資本」として利用する
ために歯科情報の標準化は急務といえる。
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